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宮 崎 土 木 事 務 所  
令和６年１月 11 日 

高千穂通りのクスノキ試掘について 
 

目 的 

令和 5 年 12 月 18 日に開催された高千穂通り周辺地区の道路空間利活用協議会におい
て、道路空間再編事業に伴いクスノキの根への影響が懸念される旨の意見があったことか
ら、下のとおり現地にて試掘調査を行った。 
 

調査日時：令和 6 年 1 月 11 日（木）、午前 10 時〜11 時 
試掘箇所：高千穂通り鹿児島銀行前、中央郵便局前 
調 査 員：弥永委員（樹木医）、都市計画課２名、宮崎土木事務所４名 

 
調査結果 

 
 

 
写真１） 

木の根が地中で広がることができず、地表近くに隆起していた。平成 8 年工事前の側道
や歩道がそのまま地中に埋まっており、アスファルト舗装や転圧された路盤層により根の
生育が阻害され、“細根”が多方向に広がっている状況が確認された。 
  

写真 1 

箇所１ 鹿児島銀行前 

調査状況 

行き場がなく折り返している中太根 

資料１-２ 
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写真２） 

路盤層の隙間にある土層に細根が伸びており、樹木医の弥永委員によると地中がすべて
土であれば本来、太い根が生育していくはずであるが、太い根が伸びるスペースがなく細根
のみとなっていることから、クスノキに十分な栄養が行き渡っていない状況にあるとのこと。
根が南北方向に伸びることができないため、東西方向に伸びてきている状況も確認するこ
とができた。 
 弥永委員によると、今後のクスノキの生育を考えると自転車道が計画されている箇所に
ついては、切り下げることは避けてほしいとのこと。 
 
写真３） 

クスノキ下の土層の厚みについても調査を行ったが、90 ㎝下がりで基盤に到達した（前
回の移植での床掘範囲と思われる）。当該箇所については、太根は下向きに入っており、栄
養の高い土に向かって伸びている状況が確認できた。 
  

写真２ 写真３ 
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写真４、５) 

根の生育に適した土の土壌硬度は 15 ㎜〜20 ㎜程度であるが、今回の鹿銀前の硬度は約
30 ㎜以上であった。現状では生育にはあまり適さない硬度である。 
 自転車道下を路盤にすることによって南北方向に根を伸ばすことが期待できない場合は、
東西方向に根を伸ばすための地中の工夫が必要となることも助言いただいた。通常の路盤
材は栄養がないことから、根が伸びていかない状況も確認できた。 
  

路盤層 

路盤層 

土層 

写真４ 写真５ 
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写真６） 

木の根が大きく地表に隆起している状況だった。試掘箇所では、地表付近に直径 13 ㎝程
度の木の根と直下に地下埋設物があることを示す埋設シートも確認された。この箇所は高
千穂通りのクス並木の中で特に根の隆起が激しく、地表付近にある根を守りながら自転車
道を通す必要がある。 

 
樹木医の弥永委員によると、木の生育のことを考えると本来は写真６の赤線で示している

部分まで地中に埋まっている状態が好ましいとのこと。この箇所についてもこの高さから切
り下げるのは難しく、特に地表付近にある太い根を切断するのはできるだけ避けてほしいと
いうことだった。鹿銀前と同様に切り下げは行わずに自転車道を整備することが望ましい。 
 
 
 
今後の方向性 

以上の調査結果を踏まえ、自転車道の設計を進めるとともに、自転車道の整備によりクス
ノキの樹勢が衰えないよう植栽桝の東西方向への拡大や土壌の改善など必要な対策を講じ
たい。 

写真６ 調査状況 

箇所２ 中央郵便局前 

根径 130mm 


